
第  ２  ０  期  貸  借  対  照  表

（平成３１年３月３１日現在）

株式会社エスエルシー運輸東日本

科        目 金 額 科        目 金 額
千円 千円

【  資   産   の   部  】 【326,970】【  負   債   の   部  】 【141,667】

（　流   動   資   産　） (273,713) （　流   動   負   債　） (110,243) 

現 金 及 び 預 金 34,213  未 払 金 4,199  

売 掛 金 91,991  未 払 費 用 37,522  

貯 蔵 品 519  未 払 外 注 費 用 42,072  

前 払 費 用 40  未 払 法 人 税 等 330  

預 け 金 140,000  未 払 消 費 税 等 8,410  

未 収 入 金 6,951  預 り 金 3,813  

（　固   定   資   産　） (53,257) 賞 与 引 当 金 13,897  

 有  形  固  定  資  産 33,812  （ 固   定   負   債　） (31,424) 

機 械 装 置 297  退職給付引当金 31,424  

車 両 運 搬 具 30,719  【   純  資　産 の 部   】 【185,303】

工 具 器 具 備 品 2,796  [  株 　主 　資 　本　] [185,311] 

 無  形  固  定  資  産 242  （　資     本     金　） (30,000) 

ソ フ ト ウ ェ ア 242  （　利  益  剰 余 金　） (155,311) 

 投 資 そ の 他 の 資 産 19,202  利 益 準 備 金 3,922  

投 資 有 価 証 券 18  その他利益剰余金 151,388  

出 資 金 100  繰越利益剰余金 151,388  

長 期 前 払 費 用 227   （うち当期純損失） △ 22,700

繰 延 税 金 資 産 18,858  [  評価・換算差額等　] △ 8

（　その他有価証券評価差額金　） △ 8

合 計 326,970  合 計 326,970  



個 別 注 記 表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．資産の評価基準および評価方法
（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法：最終仕入原価法

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産･･･定率法
（2）無形固定資産･･･定額法

３．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金
      債権の貸倒損失に備えるため設定しており、一般債権については合理的に見積もった
      貸倒率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、
      回収不能見込額を計上している。
（2）賞与引当金
      従業員の賞与の支払に備えるため、当期に負担する支払見込額を計上している。
（3）退職給付引当金
      従業員の将来の退職給付に備えるため、退職給与規定に基づく期末従業員の退職金
      要支給額を計上している。

４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）消費税等の処理の方法：税抜方式によっている。
（2）連結納税制度の適用：連結納税制度を適用している。

以上


